
 

 

 

 

愛媛県西条西警察署協議会会議録 

（令和６年度第２回） 

日 

時 
令和６年10月24日（木）午後３時から午後５時15分までの間 

出

席

者 

１ 警察署協議会 

会長以下委員５人  

２ 警察署側 

  署長以下９人 
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要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 会長挨拶（要旨） 

 ⑴ 警察活動に対する謝意 

 ⑵ 諮問に対する積極的な答申提言 

２ 署長挨拶（要旨） 

 ⑴ 県内の治安情勢等 

 ⑵ 大規模災害に備えた諸対策の推進 

 ⑶ 意見・提言等の警察行政への反映 

３ 業務推進結果等の説明 

  令和６年６月から９月末までの業務推進結果及び令和６年 10月から令

和７年１月末までの業務推進計画について、各課長等が説明を行った。 

 ⑴ 警務課 

  ア 警察活動を支える組織基盤の強化にかかる活動 

  イ 積極的な広報・ＰＲ活動の実施 

 ⑵ 生活安全課 

  ア 犯罪発生状況 

  イ 少年補導・少年犯罪 

  ウ 事件検挙・犯罪抑止活動 

 ⑶ 地域課 

  ア 管内実態把握活動の強化 

  イ 職務質問等による住民に身近な犯罪の検挙 

  ウ 地域支援活動 

  エ 新任警察官の紹介 

 ⑷ 刑事課 

  ア 重要犯罪の徹底検挙 

  イ 市民生活に身近な犯罪の検挙 

  ウ 暴力団等組織犯罪、薬物等犯罪の検挙 

 ⑸ 交通課  

  ア 交通事故分析に基づく広報啓発・安全教育・交通指導取締 

  イ 子どもや高齢者、歩行者や自転車利用者等を交通事故から守る取 
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   組の推進 

  ウ 交通実態に即した交通環境の整備 

  エ 社会の要請に応じた交通取締等の推進 

 ⑹ 警備課 

  ア 大規模災害等に備える対策及び実践的訓練の推進 

  イ テロ防止諸対策と外国人不法滞在対策の推進 

  ウ 要人警護の強化と全国植樹祭対策の推進 

４ 諮問・答申 

 諮 問 答 申 

「大規模災害の

発生に備えた西

条西警察署の取

組」 

 

市や消防等と連携し、市民を交えての訓練や役割分

担の確認等を実践してはどうか。 

平素から、市民の防災意識向上のための広報啓発活

動を推進してはどうか。 

大規模災害発生時における市の災害対策本部や消

防、県等との連携を推進していただきたい。災害に

便乗した空き巣等の被害防止についても併せて対

策をお願いしたい。 

５ 質疑応答・意見要望等（要旨） 

 ⑴ 交通に関すること 

【質疑・委員】 

  予め、スマートフォンを車両と連動させて車両のスピーカーとマイ 

クを使用した場合は、端末を把持していなくても交通違反になるのか。 

【回答・交通課長】 

   画面を注視することにより、交通違反となり得るので、留意してい

ただきたい。 

【意見・委員】 

  愛媛県の自転車用ヘルメットの着用率は、全国１位であるとの報道 

 を目にした。引き続き、効果的な広報活動を推進していただきたい。 

【意見・委員】 

市内には外国の方が一定数おられる。外国人にも分かりやすい交通

ルールに関する教養や各種トラブル等に対する適切な対応をお願いし

たい。   

 ⑵ その他のこと 

 【意見・委員】 

  交番・駐在所で行っている巡回連絡の際に把握した独居者や、認知症

と見受けられる高齢者に関する情報について、市の包括支援センター

等と積極的な情報の共有を願いたい。 
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【回答・地域課長】 

  適宜、必要な情報共有を行ってまいりたい。 

【意見・委員】 

  詐欺の予兆電話の注意喚起に関する防災放送をよく耳にする。こう

した取組は、外に出られない高齢の方に対しても有効と考えられるの

で、引き続き広報啓発をお願いする。 

【意見・委員】 

  港湾施設や旅客船等に対する関係機関との合同訓練を継続的に推進

願いたい。 

【意見・委員】 

   コロナ禍を経て防災士の資格取得者の横のつながりが薄れていると

感じられる。何か情報交換ができるような仕組みがあれば、今後の災害

時に活かすことができるのではないかと思う。 

６ 前回の答申を踏まえた警察署の対応説明 

前回諮問「ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺対策」  

答 申 警察署の対応（一例） 

様々な場所や機

会を捉えて、粘

り強く広報啓発

活動を行うこと

が重要である。 

10月４日、東予郷土館のご協力を得て、管内３校の

高校生ボランティアと共同し、周桑地区の伝統工芸

周桑和紙を使用した特殊詐欺被害防止を呼び掛け

る「しおり」を作成し、高齢者施設等で配布すると

ともに、詐欺被害防止を呼び掛けた（新聞報道有）。 

７ 視察関係 

  議事終了後、愛媛県警察が公表している特殊詐欺音声を視聴するとと

もに、「特殊詐欺被害実体験セット」を用いて、委員が犯人役からの電話

に対応する訓練を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

           警察署協議会等開催状況 

 

 

     

会議の様子            業務推進結果等の説明 

    

 

前回の答申に対する対応説明    特殊詐欺音声データの視聴      

    
 

   「特殊詐欺被害実体験セット」を使用した電話対応訓練の状況 

      


